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ついて聞き取り調査（2013 年 6 月～8 月）をした
ところ、①歩行者が安心して歩くことができない
こと、②車のすれ違いや、旅館等の送迎車の U タ 










表 1 駅前通りの課題 
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3 矢印 G、H）は 3,000 人を超えている。このこと
より、地鉄利用者より、マイカーや観光バスで訪











図２ 調査地点位置図 （出典：黒部市資料より著者作成） 
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人（図 3 矢印 G）であるが、後者は 1,994 人（図 3
矢印 C、A）で、そのうち踏切を越えた歩行者（図















時 30 分をピークとし、10 時から 15 時 30 分が比
較的多い。一方、地点③の峡谷鉄道駐車場方面の
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所に各 5 部ずつの 35 部と、宇奈月温泉街にある建
設会社に 5 部、電力会社に 5 部、富山地方鉄道に
3 部の計 48 部については、2 区の住民に配布をお
願いした。住民分とあわせて総計 132 部が、2014
年 10 月の第二週（10 月 13～20 日）に配布された。
アンケートの締切は 2014 年 10 月 29 日とし、10
月 30、31 日の両日に 2 区の住民に同行してもらい
直接回収した。アンケートは 94 部回収し、回収率
は 71.2％であった。 
日時 参加人数 WSテーマ WSの内容









第 3回 2015年1月28日 8名
一方通行化や歩行者化する場合の課題および課題
解決のための方策の検討







表 3 ワークショップ概要 
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